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活気・ 魅力・ 人づくり の村

●
日

時

　
３
月
２
日（
土
）

　
午
後
２
時
か
ら
約
１
時
間

　
（
開
場
　
午
後
１
時
４5
分
）

●
演

目

　
第
一
部
「
ひ
も
ル
ン
ぱ
♪
」

　
第
二
部
「
ま
ほ
う
ね
ず
み
の
シ
ュ
ッ

ポ
」

●
場

所

　
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
１
階
　
集
会
室

●
対

象

　
幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
と
そ
の
保

護
者
の
方
（
対
象
者
以
外
の
方
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
）

●
入

場

料

　
無
料

●
そ

の

他

　
状
況
に
よ
り
、
事
業
が
中
止
、
演
目

が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
合
せ
先

　
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
内
図
書
館
・
児

童
館

人
形
劇
公
演
の
ご
案
内

衣をまと っ たその中身は？

「 あげる」

佼成出版社

はら ぺこ めがね∥著

　 箸を いれたら 、 サク ッ と 音がし て、

中から ジュ ワッ と 肉汁が飛び出し そ

う な揚げも のたち。

　「 あげた あげた 　 な にあげた ？」 

その答えは、 ポテト にミ ンチにロー

スハム。

　 てんぷら 、 ホッ ト ド ッ グ、 と んか

つなど、 見てる だ

けで涎があふれそ

う な揚げも のたち

が、 たく さ ん登場

し ます。

「 画一化の当たり 前」を取っ 払っ て

「 ♯若者の本音図鑑」

学びリ ンク

椎名　 雄一∥著

　 最近の若者は、 電話は出ないのに

Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ の返信はすぐ にある、 など、

感覚の「 ズレ 」を感じ るこ と はあり ま

せんか？

　 本書では、 平成生まれの若者たち

の心 理や行動を 理解でき ず苦労さ れ

ている昭和生まれの大人や保護者に

向けて、 若者と の

感覚のズレ の謎を

と く「 若者の本音」

が散り ばめら れて

います。

「 推し カ ッ プリ ング」を見つけて

「（ 萌えすぎて）絶対忘れない！妄想古文」

河出書房新社

三宅　 香帆∥著

　 １月から 紫式部が主人公の大河ド

ラ マが始まり 、 古文に興味を も たれ

た方も 少なく ないのではないでし ょ

う か。 し かし 、 古文っ て何と なく 読

みづら いイ メ ージ。

　 本書では、 古文で描かれている濃

密で面白い人間関係に焦点をあてて、

学校では教えてく

れない古文の面白

さ を 伝えてく れま

す。

お知ら せ

2月22 日（ 木）は、 館内整理日のため、 休館になり ます。

　
本
村
は
、
公
益
社
団
法
人
愛
知
県
宅

地
建
物
取
引
業
協
会
と「
飛
島
村
に
お
け

る
空
き
家
等
対
策
に
関
す
る
協
定
」
を
締

結
し
、
空
き
家
等
に
関
す
る
ご
相
談
に
つ

い
て「
空
き
家
総
合
相
談
窓
口
」を
開
設
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
受
付
時
間
　

　
平
日
の
午
前
９
時
～
正
午
、

　
午
後
１
時
～
５
時

※
相
談
は
、
原
則
無
料
で
す
。（
個
別

具
体
的
な
内
容
と
な
る
場
合
や
、
専

門
家
の
派
遣
が
必
要
な
場
合
は
、
有

料
と
な
り
ま
す
。
通
信
料
は
、
相
談

者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。）

●
問
合
せ
先

　
愛
知
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

　
☎
０
５
２

－

５
２
２

－

２
５
６
７

空
き
家
総
合
相
談
窓
口


